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本計画は、障害者基本法第11条第3項の規定に基づく障害者

計画及び障害者総合支援法第 88 条に基づく障害福祉計画並び

に児童福祉法第 33 条の 20 に基づく障害児福祉計画を一体的な

計画として策定するものです。 

計画策定にあたっては、「相生市総合計画」及び「相生市地域福

祉計画」を上位計画とし、「相生市高齢者保健福祉計画・介護保

険事業計画」、「相生市子ども・子育て支援事業計画」、「相生市

健康増進計画」等の保健福祉分野における関連計画や教育・雇

用・人権・まちづくり等、関連分野における計画との連携を図りながら

推進します。 

相生市では、これまで、平成 24年 3 月に「第 2 次相生市障害者

基本計画及び第 3 期相生市障害福祉計画」を、平成 27年 3 月に

「第4期相生市障害福祉計画」を策定し、「すべての人が自分らしく、

⼼豊かに、安⼼して暮らせる地域社会へ」を基本理念として、障害者

施策の総合的な推進を図ってきました。 

その間、国においては、「障害者差別解消法」、「成年後⾒制度利

⽤促進法」の施⾏等、障害者の権利擁護等を目的とする⼀連の国

内法が整備され、平成 28 年には、障害児支援のニーズの多様化に

対応するため、障害児福祉計画の策定が義務付けられました。 

本計画は、「第 2 次相生市障害者基本計画」及び「第 4 期相生

市障害福祉計画」の計画期間が終了となることから、前計画の進捗

状況及び目標数値を検証し、国や県の指針及び近年⾏われた障害

者制度改⾰を踏まえて、新たに「第 3 次相生市障害者基本計画」、

「第5期相生市障害福祉計画」及び「第1期相生市障害児福祉計

画」を策定するものです。 

 この計画について    
                      

    

計画策定の背景と趣旨 

計画の位置付け 
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計画策定にあたっては、障害者団体の

代表者、福祉団体の代表者、福祉・医療

関係者、学識経験者、⾏政関係職員等

で構成される「障害者⾃⽴⽀援協議会」に

おいて、計画内容等について検討しました。 計画の目標達成のため、計画の策定後は

施策の進捗状況等を取りまとめ、的確に施

策の評価等を実施するとともに、「障害者自

⽴⽀援協議会」を開催し、関係者の幅広い

⽴場からの意⾒を聴き、計画の全体的な実

施状況を点検・評価します。 

  
「第 3 次相生市障害者基本計画」は、平成 30年度からの 6か年計画であり、障害のある⼈

を取り巻く社会環境に多⼤な影響を与える社会情勢の変化や法令・制度の変更が⽣じた場合

は、適時、必要な⾒直しを⾏います。 

「第 5 期相生市障害福祉計画」及び「第 1 期相生市障害児福祉計画」は、平成 30年度か

らの 3 か年計画であり、平成 32（2020）年度末を⾒据えた数値目標を設定し、その目標達

成に向けた計画とします。  
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計
画
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期
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障害者基本計画障害者基本計画障害者基本計画障害者基本計画        
障害福祉計画障害福祉計画障害福祉計画障害福祉計画        
障害児福祉計画障害児福祉計画障害児福祉計画障害児福祉計画        

計画の策定体制 
計画の進行管理 

第２次第２次第２次第２次    第３次第３次第３次第３次    

第４期第４期第４期第４期    

計画の期間 

第５期第５期第５期第５期    

「障害者⾃⽴⽀援協議会」の中で、地

域の関係機関が連携を図るとともに、幅広

い意⾒交換を⾏い、各分野のサービスの実

施状況や進⾏状況を共有します。 

庁内においては横断的な連携を⾏い、各

分野の進捗状況を把握するとともに、全庁

的な取組みとして推進します。 

また、制度等の普及啓発を⾏い、市⺠の

障害に対する理解促進を図ります。 

計画の推進体制 

第６期第６期第６期第６期    

ＰｌａｎＰｌａｎＰｌａｎＰｌａｎ
((((計画）計画）計画）計画）

DDDDｏｏｏｏ
（実施）（実施）（実施）（実施）

CCCCｈｅｃｋｈｅｃｋｈｅｃｋｈｅｃｋ
（点検・評価）（点検・評価）（点検・評価）（点検・評価）

AAAAｃｔｉｏｎｃｔｉｏｎｃｔｉｏｎｃｔｉｏｎ
（改善・見直し）（改善・見直し）（改善・見直し）（改善・見直し）

第１期第１期第１期第１期    第２期第２期第２期第２期    



3 

 第３次相生市障害者基本計画                                       

【基本目標１】 誰もが尊重される地域社会づくり

【基本目標４】 安全安心に暮らせるまちづくり

【基本目標２】 健やかに自分らしく暮らせる環境づくり 

誰もが自分らしく、いきいきと、 

安心して暮らせる地域共生社会の実現 

障害のある人が、地域の中で自分らしく生

きていくために必要な支援を、地域全体の

理解・協⼒のもとで受けることができ、みん

なと一緒に生きていきたいと思えることを意

味します。 
【基本目標３】 ⾃⽴した⽣活を送るための基盤づくり

障害の有無や程度に関わらず、⼀⼈ひと

りが自分らしく躍動的に生きていくことがで

きることを意味します。 

【基本目標５】 障害のある児童への支援体制づくり

基本 

理念 

自己決定の視点 
○障害のある人が、ライフステージの全ての段階におい

て、⾃分⾃⾝で適切に意思決定ができるよう、様々

なサービス提供や⽀援を⾏います。 

○支援のための政策、施策等の形成・決定、計画策

定等の過程において、当事者を含む市⺠の参加を

推進します。 

共生の視点 
○障害のある⼈のニーズや特性等に応じた適切な⽀援

を提供できるよう、事業所や関係機関、⾏政各分

野が緊密な連携を図ります。 

○市⺠⼀⼈ひとりが地域でお互いを尊重し、ともに⽀え

合い、助け合う「共生」のまちづくりを展開します。 

差別解消の視点 
○すべての⼈々を孤独や孤⽴、排除や摩擦から援護

し、社会の構成員として包み⽀え合うという理念のも

と、社会参加を阻んでいるあらゆる障壁（バリア）を

取り除くため、障害者差別解消法に基づき、差別や

偏⾒の解消に向けた取組みを推進します。 

障害特性等に配慮した視点 

○障害者施策については、性別、年齢、障害の状態、

生活の実態等に応じた個別的な支援の必要性を踏

まえて策定及び実施します。 

○特に、障害のある児童には、成⼈とは異なる⽀援の

必要性があることに留意します。 

配慮する 

視点 
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○障害のある⼈の権利と暮らしを守るため、差別や偏⾒のない地域社会づくりに向け、関係機関による権

利擁護のネットワークの構築に努めます。 

○障害への理解を深めるため、福祉教育の充実や障害のある⼈との交流機会の拡⼤等を通じ、障害のあ

る人にとってのあらゆる「社会的障壁」を取り除くための啓発・広報の取組みを積極的に展開します。 

○スポーツ、レクリエーション及び文化活動を充実させ、社会参加や生きがいづくりを促進します。 

○障害や疾病があっても住み慣れた地域で心豊かに、すこやかに安心して暮らすことができるよう、障害の

早期発⾒・早期⽀援及び医療費の負担軽減に努めます。 

○⾃⽴⽣活に必要な保健・福祉・医療等のサービスが適切に供給される環境の整備を図ります。 

○障害のある⼈の⾃由な社会参加を促進するため、建物や道路等のバリアフリー化を推進します。 

○⾏動範囲を広げるため、移動⼿段に対する⽀援を推進します。 

○災害時の情報伝達、円滑な避難誘導、避難所での⽣活環境等について、⼀⼈ひとりの状況に合わせ

た⽀援を⾏えるよう、市、市⺠、関係団体が連携し、災害時における⽀援体制の確⽴を推進します。 

○障害の種別や程度、生活環境等による多様なニーズに対応するため、福祉サービスの充実及びボランテ

ィア活動の活性化を図ります。 

○必要な情報を提供できる体制及び専門的・総合的な相談が受けられる相談支援体制を整備し、障害

のある人が自らの意思で選択できる基盤をつくります。 

○福祉的就労の場や⼀般企業の就労の場を確保し、職業を通じた社会参加、経済的⾃⽴の実現に努

めます。 

○障害のある児童の個性と可能性を伸ばし、将来地域で暮らしていくことができるよう、 

ともに学び合い、育ち合う教育を推進します。 

○⼀⼈ひとりの特性、能⼒に応じた適切な療育・教育体制を整備します。 

                                        

【基本目標４】 安全安心に暮らせるまちづくり

【基本目標１】 誰もが尊重される地域社会づくり

【基本目標５】 障害のある児童への支援体制づくり

【基本目標２】 健やかに自分らしく暮らせる環境づくり 
【基本目標３】 ⾃⽴した⽣活を送るための基盤づくり
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 第５期相生市障害福祉計画  
 

● 成果目標及び取組目標                                      

本計画では、障害のある⼈の地域⽣活への移⾏や就労⽀援に関する目標について、国・県が定める基

本指針に基づき、平成 32（2020）年度を最終目標年度として設定します。 

 

◆福祉施設⼊所利⽤者の 

地域⽣活への移⾏ 

施設入所者数 

（平成 28年度末）54 人 

→（平成 32（2020）年度末） 53 人 

    ・ 入所者削減数（目標）    1 人 

    ・ 地域⽣活移⾏者数（目標） 5 人 

◆精神障害者にも対応した 

地域包括ケアシステムの構築 
平成32（2020）年度末までに、市において1 箇所整備 

◆地域生活支援拠点等の整備 平成32（2020）年度末までに、市において1 箇所整備 

◆福祉施設から⼀般就労への移⾏ 

福祉施設から⼀般就労への移⾏ 

（平成 28年度末）3 人 

→（平成 32（2020）年度末）5 人 

就労移⾏⽀援利⽤者数の増加 

（平成 28年度最終⽉）10 人 

→（平成 32（2020）年度最終月）12 人 

就労移⾏率の⾼い就労移⾏⽀援事業所の増加 

→ 該当事業所なし 

就労定着⽀援による職場定着率の増加 

→ 支援開始 1年後の職場定着率 80％ 

◆市から福祉施設等への優先発注 

（取組目標） 
平成 29年度⾒込（5 件、3,000 千円）以上を維持 
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● 障害福祉サービス                                  
障害福祉サービスには、訪問系サービス、日中活動系サービス、居住系サービス、相談支援があり、必要

な⼈に適切にサービスが提供できるよう⽀援します。                   
● 地域生活支援事業                                 

地域生活支援事業は、障害のある⼈が⾃⽴した⽇常⽣活⼜は社会⽣活を営むことができるよう、地域

の特性や本人の状況に応じ、柔軟な形態により実施する事業です。          

◆理解促進研修・啓発事業 

◆自発的活動支援事業 

◆相談支援事業 

◆成年後⾒制度利⽤⽀援事業及び成年後⾒制度法⼈後⾒⽀援事業 

◆意思疎通支援事業 

◆日常生活用具給付等事業 

◆手話奉仕員養成研修事業 

◆移動支援事業 

◆地域活動支援センター事業 

◆居宅介護 

◆重度訪問介護 

◆同⾏援護 

◆⾏動援護 

◆重度障害者等包括⽀援 

◆⾃⽴⽣活援助 

◆共同生活援助 

（グループホーム） 

◆施設入所支援 

◆短期入所 

◆生活介護 

◆⾃⽴訓練（機能訓練） 

◆⾃⽴訓練（⽣活訓練） 

◆就労移⾏⽀援 

◆就労継続支援Ａ型 

◆就労継続支援Ｂ型 

◆就労定着支援 

◆療養介護 

◆計画相談支援 

◆地域移⾏⽀援 

◆地域定着支援 

◆生活支援事業 

◆日中一時支援事業 

◆社会参加促進事業 

訪問系 

サービス 

任意事業 

居住系 

サービス 
相談支援 

必須事業 

新規

日中活動系 

サービス 

新規



7 

 第１期相生市障害児福祉計画   
● 成果目標                                 

本計画では、障害のある児童のサービス提供体制や相談支援体制に関する目標について、国・県が定め

る基本指針に基づき、平成 32（2020）年度を最終目標年度として設定します。 

◆児童発達支援センターの整備 
平成 32（2020）年度末までに、圏域において 

1 箇所整備 
◆保育所等訪問⽀援を利⽤できる 

体制の構築 

平成 32（2020）年度末までに、市において 

利⽤できる体制を構築 

◆重症心身障害児を支援する 

児童発達支援事業所の整備 

平成 32（2020）年度末までに、圏域において 

1 箇所整備 

◆重症心身障害児を支援する 

放課後等デイサービスの整備 

平成 32（2020）年度末までに、圏域において 

1 箇所整備 

◆保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関の協議の場の整備 

平成 32（2020）年度末までに、市において 

1 箇所整備 

◆医療的ケア児に対する関連分野の⽀援
を調整するコーディネーターとして養成さ
れた相談支援専門員等の配置 

平成 32（2020）年度末までに、市において 

1 人を配置 

◆教育と福祉の協議の場の設置 平成 30年度末までに、市において 1 箇所整備 

◆障害児の相談窓口の設置 
平成 32（2020）年度末までに、市において 

1 箇所整備   
● 障害児通所支援                                

障害児通所支援は、障害のある児童を対象に、日常生活における基本的な動作の指導、⽣活能⼒の

向上に必要な訓練等の⽀援を⾏います。 

 
◆児童発達支援 ◆放課後等デイサービス 

◆保育所等訪問支援 ◆居宅訪問型児童発達⽀援 

◆障害児相談支援 

相⽣市障害者福祉⻑期計画 
＜概要版＞ 

〒678-0031 兵庫県相生市旭一丁目 6 番 28 号 総合福祉会館 1 階 

相生市 健康福祉部 社会福祉課 

TEL：0791-22-7167  FAX：0791-23-4596 

新規


